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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
建物の最上階の上方に設置される小屋組を構成する複数の小屋組ブロックを、前記最上階
の床面上に収まるように前記建物への取付向きに対して左右いずれかに角度をずらした向
きで、かつ、前記小屋組を支持する支持部材にほぼ直接取付可能な形状に、前記最上階の
床面上において組み立てる組立工程と、
その向きを保ちつつ前記支持部材への取付高さまで鉛直上方に吊り上げる吊上工程と、
前記支持部材への取付向きまで回転させる回転工程と、
前記支持部材に取り付ける取付工程と
を有することを特徴とする小屋組の構築方法。
【請求項２】
請求項１記載の小屋組の構築方法において、
前記小屋組ブロックは、切妻屋根を基本構造とする屋根の各屋根面の同じ高さ位置を前記
屋根の棟に並行に支持する少なくとも２本の水平梁と、該水平梁相互間を連結する第１の
連結梁と、前記水平梁と支持部材の間を前記屋根面の傾斜方向に沿うように連結する第２
の連結梁と、から成ること
を特徴とする小屋組の構築方法。
【請求項３】
請求項２記載の小屋組の構築方法において、
前記第１の連結梁と第２の連結梁とが、一体に形成されたベント梁で構成されていること
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を特徴とする小屋組の構築方法。
【請求項４】
請求項２又は３記載の小屋組の構築方法において、
前記組立工程は、前記水平梁と第１の連結梁とから構成される梁枠の上に、水平面に投影
した状態で該梁枠よりも内部の屋根面を構成する上部屋根パネルを取り付ける上部屋根パ
ネル取付工程を含むこと
を特徴とする小屋組の構築方法。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載の小屋組の構築方法において、梁受金物を介して前記支持
部材に取り付けられた前記小屋組ブロックと前記支持部材との間の固定度を高めるための
補強金物であって、
前記梁受金物に接合される第１の接合部と、前記支持部材の上面に接合される第２の接合
部とを備え、これら第１の接合部及び第２の接合部が一体に形成されていること
を特徴とする補強金物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建物の最上階の上方に設置される小屋組の構築方法及びこの小屋組の構築方法
において使用される補強金物に関する。
【０００２】
【背景の技術】
従来、住宅などの建物の小屋組を構築する際には、高所において梁・束・棟木・母屋・垂
木などの部材を組み立てていた。しかし、作業位置が高所であるために作業性が悪く、施
工に手間と時間を要していた。
【０００３】
そこで、小屋組を地上で予め組み立てた上で、クレーンなどで吊り上げて屋根部分に取り
付けることにより、高所における作業を削減する方法が考えられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、都市部などでは、土地を有効に利用するため、敷地のほぼ全面を利用するような
建物を建設する場合が多い。従って、敷地内において、構築しようとする建物の外側に、
上記のように小屋組を地上で組み立てるための余地を確保することは難しい。
また、敷地外の場所で小屋組を予め組み立てた上で、建物の建設現場まで運搬する方法も
考えられる。しかし、組み立てられた小屋組は、建物の平面とほぼ等しいかそれを上回る
平面寸法を持つため、都市部の狭小な道路を利用して建物の建設現場へ運搬することには
難がある。
【０００５】
本発明の課題は、建物が密集する地域の敷地に建物を構築する際などに、小屋組の組立作
業を専ら建物の外壁線よりも内側で行い、かつ危険な高所作業を大幅に少なくして施工に
必要な手間と時間を削減できる、小屋組の構築方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するため、請求項１記載の小屋組の構築方法は、例えば図１～図１１に
示すように、
建物Ａの最上階の上方に設置される小屋組１を構成する複数の小屋組ブロック２，３を、
前記最上階の床面（二階の床面）５上に収まるように前記建物Ａへの取付向きに対して左
右いずれかに角度をずらした向きで、かつ、前記小屋組１を支持する支持部材（壁パネル
）４にほぼ直接取付可能な形状に、前記最上階の床面５上において組み立てる組立工程と
、
その向きを保ちつつ前記支持部材４への取付高さまで鉛直上方に吊り上げる吊上工程と、
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前記支持部材４への取付向きまで回転させる回転工程と、
前記支持部材４に取り付ける取付工程と
を有することを特徴とする。
【０００７】
この請求項１記載の発明によれば、前記組立工程において、小屋組１を構成する複数の小
屋組ブロック２，３を、前記最上階の床面５上に収まるように前記建物Ａへの取付向きに
対して左右いずれかに角度をずらした向きで、かつ、前記小屋組１を支持する支持部材４
にほぼ直接取付可能な形状に、前記最上階の床面５上において組み立てるので、高い安全
性及び作業性を確保できる前記最上階の床面５上において、小屋組１を構成する複数の小
屋組ブロック２，３を、前記支持部材４にほぼ直接取付可能な形状に組み立てることがで
きる。したがって、該組立工程において、高所作業を省略することができる。
また、前記組立工程において、前記小屋組１を構成する複数の小屋組ブロック２，３を、
前記最上階の床面５上において組み立てるので、建物が密集する地区内に建物Ａを建設す
る場合など、建物Ａの外側に小屋組ブロック２，３を組み立てるための作業スペースを確
保することが難しい場合に、本小屋組の構築方法を適用することができる。
また、前記小屋組１を構成する小屋組ブロック２，３を、組立工程において前記支持部材
４にほぼ直接取付可能な形状に組み立てた上で、吊上工程及び回転工程において前記支持
部材４への取付高さ及び取付向きまで移動し、取付工程において前記支持部材４に取り付
けるので、小屋組１の施工に要する手間が削減され、工期の短縮を図ることができる。
また、複数の小屋組ブロック２，３で小屋組１を構成することにより、棟２２の方向に細
長い平面形状の建物Ａの小屋組１を構築することができる。
【０００８】
請求項２記載の発明は、例えば図９に示すように、請求項１記載の小屋組の構築方法にお
いて、
前記小屋組ブロック２，３は、切妻屋根を基本構造とする屋根２０の各屋根面２１の同じ
高さ位置を前記屋根２０の棟２２に並行に支持する少なくとも２本の水平梁１１と、該水
平梁１１相互間を連結する第１の連結梁１３と、前記水平梁１１と支持部材４の間を前記
屋根面２１の傾斜方向に沿うように連結する第２の連結梁１４と、から成ること
を特徴とする小屋組の構築方法。
【０００９】
この請求項２記載の発明によれば、請求項１と同様の効果が得られると共に、前記水平梁
１１と第１の連結梁１３とによって、棟２２を含む前記屋根２０の梁間方向中央部が支持
され、水平梁１１と前記支持部材４との間が、前記屋根面２１の傾斜方向に沿う前記第２
の連結梁１４によって連結されているので、前記屋根２０が前記小屋組１によって安定的
に支持される。
【００１０】
請求項３記載の発明は、例えば図３に示すように、請求項２記載の小屋組の構築方法にお
いて、
前記第１の連結梁１３と第２の連結梁１４とが、一体に形成されたベント梁１２で構成さ
れていること
を特徴とする。
【００１１】
この請求項３記載の発明によれば、請求項２と同様の効果が得られると共に、前記第１の
連結梁１３と第２の連結梁１４とが、一体に形成されたベント梁１２で構成されているの
で、該ベント梁１２と水平梁１１とを互いに組み合わせることによって、前記小屋組１を
構成する小屋組ブロック２，３を簡便かつ確実に組み立てることができる。
また、前記第１の連結梁１３と第２の連結梁１４とが、一体に形成されたベント梁１２で
構成されているので、前記小屋組ブロック２，３を構成する部材の点数が少なくなり、こ
れらの部材の搬送や取回しに要する手間を削減できる。
【００１２】
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請求項４記載の発明は、例えば図４に示すように、請求項２又は３記載の小屋組の構築方
法において、
前記組立工程は、前記水平梁１１と第１の連結梁１３とから構成される梁枠の上に、水平
面に投影した状態で該梁枠よりも内部の屋根面２１を構成する上部屋根パネル２４を取り
付ける上部屋根パネル取付工程を含むこと
を特徴とする。
【００１３】
この請求項４記載の発明によれば、請求項２又は３と同様の効果が得られると共に、前記
組立工程は、前記水平梁１１と第１の連結梁１３とから構成される梁枠の上に、水平面に
投影した状態で該梁枠よりも内部の屋根面２１を構成する上部屋根パネル２４を取り付け
る上部屋根パネル取付工程を含むので、高い安全性及び作業性を確保できる前記最上階の
床面５上において、前記梁枠の上に、前記上記屋根パネル２４を取り付けることができる
。したがって、前記小屋組１の上に屋根パネルを取り付ける高所作業の一部を省略できる
。
また、前記上部屋根パネル２４の周囲の屋根面２１を構成する他の屋根パネルを取り付け
る際に、前記組立工程において予め前記梁枠の上に取り付けられた上部屋根パネル２４を
足場として利用することができる。したがって、前記他の屋根パネルの取付作業を簡便に
行うことができる。
【００１４】
請求項５記載の発明は、例えば図１１～図１４に示すように、請求項１～４のいずれかに
記載の小屋組の構築方法において、梁受金物１５を介して前記支持部材４に取り付けられ
た前記小屋組ブロック２，３と前記支持部材４との間の固定度を高めるための補強金物１
６であって、
前記梁受金物１５に接合される第１の接合部１６ａと、前記支持部材４の上面に接合され
る第２の接合部１６ｂとを備え、これら第１の接合部１６ａ及び第２の接合部１６ｂが一
体に形成されていること
を特徴とする。
【００１５】
この請求項５記載の発明によれば、梁受金物１５を介して前記支持部材４に取り付けられ
た前記小屋組ブロック２，３と前記支持部材４との間の固定度が、前記梁受金物１５に接
合される第１の接合部１６ａと、前記支持部材４の上面に接合される第２の接合部１６ｂ
とを備えた補強金物１６によって高められ、またこれら第１の接合部１６ａ及び第２の接
合部１６ｂが一体に形成されているので、前記小屋組ブロック２，３から支持部材４へ垂
直応力やせん断応力を確実に伝達することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の小屋組の構築方法及び補強金物の実施の形態を詳細に説
明する。図１、図４～図６、図８、図９は、本実施の形態の小屋組の構築方法の手順を示
す斜視図である。
【００１７】
本実施の形態の小屋組の構築方法は、予め工場で製作された木製のパネルを建設現場で組
み立てて構築される二階建ての建物Ａに適用されるものである。この建物Ａの屋根２０は
、図２に点線で示すように、切妻屋根を基本構造としている。
【００１８】
この小屋組の構築方法は、図１及び図２に示すように、建物Ａの最上階の上方に設置され
る小屋組１を構成する複数の小屋組ブロック２，３を、前記二階の床面（最上階の床面）
５上に収まるように前記建物Ａへの取付向きに対して右周りに略３０度角度をずらした向
きで、かつ、前記小屋組１を支持する壁パネル（支持部材）４にほぼ直接取付可能な形状
に、前記二階の床面５上において組み立てる組立工程と、図５及び図８に示すように、そ
の向きを保ちつつ前記壁パネル４への取付高さまで鉛直上方に吊り上げる吊上工程と、図
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６及び図９に示すように、前記壁パネル４への取付向きまで左回りに略３０度回転させる
回転工程と、前記壁パネル４に取り付ける取付工程と、から概略構成されている。
【００１９】
ここで、前記組立工程は、図４に示すように、後述する水平梁１１と第１の連結梁１３と
から構成される梁枠の上に、水平面に投影した状態で該梁枠よりも内部の屋根面２１を構
成する上部屋根パネル２４を取り付ける上部屋根パネル取付工程を含んでいる。
【００２０】
また、図１及び図２に示すように、前記小屋組ブロック２，３は、切妻屋根を基本構造と
する屋根２０の２方向に流れる各屋根面２１の同じ高さ位置を、前記屋根２０の棟２２に
並行に支持する２本の水平梁１１と、該水平梁１１相互間を連結する第１の連結梁１３と
、前記水平梁１１と壁パネル４の間を前記屋根面２１の傾斜方向に沿うように連結する第
２の連結梁１４とから成る。
前記第１の連結梁１３と第２の連結梁１４はＨ形鋼から成り、これらは、図３に示すよう
に、側面から見た状態で略ヘの字形になるように一体に形成されたベント梁１２で構成さ
れている。
水平梁１１のフランジ１１ｆの上面には、図３に示すように、該水平梁１１によって支持
される前記屋根面２１と平行な上面を有する、木製の桁材１１ａが、ボルトで取り付けら
れている。
【００２１】
上記組立工程においては、まず、上記水平梁１１とベント梁１２をそれぞれ２本ずつ、上
記建物Ａの二階の床面５上に搬入する。そして、図２に示すように、ベント梁１２の第１
の連結梁１３側の端部１２Ａのウェブ１２Ａｗを、水平梁１１の長手方向略中央部１１Ｂ
のウェブ１１Ｂｗに、上方から見た状態で互いに直角になるようにして、図３に示すよう
に、梁受金物１７を介してボルトにより締結する。
また、図２に示すように、水平梁１１の端部１１Ａのウェブ１１Ａｗを、ベント梁１２の
長手方向略中央部１２Ｂのウェブ１２Ｂｗに、上方から見た状態で互いに直角になるよう
にして、図示しない梁受金物を介してボルトにより締結する。
このようにして、二階の床面５上において小屋組ブロック２を組み立て、これと同様の手
順で、同じ二階の床面５上において小屋組ブロック３を組み立てる。
【００２２】
この際、図２に示すように、上記水平梁１１及びベント梁１２によって構成される小屋組
ブロック２，３が、それぞれ前記建物Ａへの取付向きに対して右周りに略３０度角度をず
らした向きになるようにして、水平梁１１及びベント梁１２を互いに締結する。
【００２３】
続いて、図４に示すように、前記第１の連結梁１３の上に、屋切パネル２３を載置し、こ
の屋切パネル２３と水平梁１１の上面に取り付けられた桁材１１ａの上に、水平面に投影
した状態で該梁枠よりも内部の屋根面２１を構成する、２枚の前記上部屋根パネル２４を
載置する。
そして、これら上部屋根パネル２４の隣接部を釘及び接着剤により互いに固定すると共に
、各上部屋根パネル２４の下端部を前記桁材１１ａに、また各上部パネル２４のケラバ部
を前記屋切パネルに、釘及び接着剤により固定する。
【００２４】
次いで、図５に示すように、前記水平梁１１と第１の連結梁１３とから構成される四角形
状の梁枠の４つの隅角部近傍を、吊上用のケーブル６に固定し、小屋組ブロック２を、そ
の向きを保ちつつ前記壁パネル４への取付高さまで、図示しないクレーンによって鉛直上
方に吊り上げる。
【００２５】
そして、図６に示すように、前記クレーンによって前記壁パネル４への取付高さに吊り上
げられた状態で、小屋組ブロック２を、左周りに略３０度回転させて、前記壁パネル４へ
の取付向きに合わせる。
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【００２６】
そして、図３に示すように、小屋組ブロック２を構成する各ベント梁１２の第２の連結梁
１４側の端部１２Ｃのウェブ１２Ｃｗを、前記壁パネル４に、梁受金物１５を介してボル
トにより締結する。
この梁受金物１５は、図１２～図１４に示すように、接合部１５ａと梁受部１５ｂとを備
えている。そして、接合部１５ａが、壁パネル４の内壁側面に取り付けられた梁受合板１
８に係合された上でボルトで締結されると共に、梁受部１５ｂが、ベント梁１２の端部１
２Ｃのウェブ１２Ｃｗにボルトで締結されるようになっている。
【００２７】
さらに、前記小屋組ブロック２，３と支持部材４との間は、図１２～図１４に示すように
、補強金物１６によって、固定度が高められている。
この補強金物１６は、図１５に示すように、前記梁受金物１５に接合される第１の接合部
１６ａと、前記壁パネル４の上面に接合される第２の接合部１６ｂとを備え、これら第１
の接合部１６ａ及び第２の接合部１６ｂが一体に形成されている。
【００２８】
このようにして小屋組ブロック２を壁パネル４に取り付けたら、図８～図１０に示すよう
に、小屋組ブロック３を二階の床面５から壁パネル４への取付高さまで鉛直上方に吊り上
げ、壁パネル４への取付向きまで回転させて、壁パネル４及び小屋組ブロック３に取り付
ける。
そして、図１１に示すように、この時点で既に小屋組ブロック２，３に取り付けられてい
る上部屋根パネル２４を足場として、該上部屋根パネル２４の周囲の屋根面２１を構成す
る他の屋根パネル２５（図１１では一枚のみ図示）を、順次取り付ける。
屋根２０の棟２２に沿う部分については、図１０及び図１１に示すように、小屋組ブロッ
ク２，３の第１の連結梁１３の上に取り付けられている屋切パネル２３同士の間、及び壁
パネル４と屋切パネル２３との間に棟木１９を取り付けた上で、屋根パネルを取り付ける
。
【００２９】
以上、本実施の形態の小屋組の構築方法によれば、前記組立工程において、小屋組１を構
成する複数の小屋組ブロック２，３を、前記最上階の床面５上に収まるように前記建物Ａ
への取付向きに対して左右いずれかに角度をずらした向きで、かつ、前記小屋組１を支持
する支持部材４にほぼ直接取付可能な形状に、前記最上階の床面５上において組み立てる
ので、高い安全性及び作業性を確保できる前記最上階の床面５上において、小屋組１を構
成する複数の小屋組ブロック２，３を、前記支持部材４にほぼ直接取付可能な形状に組み
立てることができる。したがって、該組立工程において、高所作業を省略することができ
る。
また、前記組立工程において、前記小屋組１を構成する複数の小屋組ブロック２，３を、
前記最上階の床面５上において組み立てるので、建物が密集する地区内に建物Ａを建設す
る場合など、建物Ａの外側に小屋組ブロック２，３を組み立てるための作業スペースを確
保することが難しい場合に、本小屋組の構築方法を適用することができる。
また、前記小屋組１を構成する小屋組ブロック２，３を、組立工程において前記支持部材
４にほぼ直接取付可能な形状に組み立てた上で、吊上工程及び回転工程において前記支持
部材４への取付高さ及び取付向きまで移動し、取付工程において前記支持部材４に取り付
けるので、小屋組１の施工に要する手間が削減され、工期の短縮を図ることができる。
また、複数の小屋組ブロック２，３で小屋組１を構成することにより、棟２２の方向に細
長い平面形状の建物Ａの小屋組１を構築することができる。
【００３０】
また、前記水平梁１１と第１の連結梁１３とによって、棟２２を含む前記屋根２０の梁間
方向中央部が支持され、水平梁１１と前記支持部材４との間が、前記屋根面２１の傾斜方
向に沿う前記第２の連結梁１４によって連結されているので、前記屋根２０が前記小屋組
１によって安定的に支持される。
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【００３１】
また、前記第１の連結梁１３と第２の連結梁１４とが、一体に形成されたベント梁１２で
構成されているので、該ベント梁１２と水平梁１１とを互いに組み合わせることによって
、前記小屋組１を構成する小屋組ブロック２，３を簡便かつ確実に組み立てることができ
る。
また、前記第１の連結梁１３と第２の連結梁１４とが、一体に形成されたベント梁１２で
構成されているので、前記小屋組ブロック２，３を構成する部材の点数が少なくなり、こ
れらの部材の搬送や取回しに要する手間を削減できる。
【００３２】
また、前記組立工程は、前記水平梁１１と第１の連結梁１３とから構成される梁枠の上に
、水平面に投影した状態で該梁枠よりも内部の屋根面２１を構成する上部屋根パネル２４
を取り付ける上部屋根パネル取付工程を含むので、高い安全性及び作業性を確保できる前
記最上階の床面５上において、前記梁枠の上に、前記上記屋根パネル２４を取り付けるこ
とができる。したがって、前記小屋組１の上に屋根パネルを取り付ける高所作業の一部を
省略できる。
また、前記上部屋根パネル２４の周囲の屋根面２１を構成する他の屋根パネルを取り付け
る際に、前記組立工程において予め前記梁枠の上に取り付けられた上部屋根パネル２４を
足場として利用することができる。したがって、前記他の屋根パネルの取付作業を簡便に
行うことができる。
【００３３】
また、本実施の形態の補強金物１６によれば、梁受金物１５を介して前記支持部材４に取
り付けられた前記小屋組ブロック２，３と前記支持部材４との間の固定度が、前記梁受金
物１５に接合される第１の接合部１６ａと、前記支持部材４の上面に接合される第２の接
合部１６ｂとを備えた補強金物１６によって高められ、またこれら第１の接合部１６ａ及
び第２の接合部１６ｂが一体に形成されているので、前記小屋組ブロック２，３から支持
部材４へ垂直応力やせん断応力を確実に伝達することができる。
【００３４】
なお、本発明は上記の実施の形態に限定されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行ってもよい。
例えば、上記の実施の形態は、本発明の小屋組の施工方法を切妻屋根に適用した例である
が、図１６及び図１７に示すように、本発明の小屋組の施工方法を寄棟屋根にも適用する
ことができる。
また、上記の実施の形態は、パネル工法によって構築され、方形屋根を屋根の基本構造と
する二階建ての建物Ａに、本発明の小屋組の構築方法を適用したものであるが、木造軸組
構造や、壁式鉄筋コンクリート構造、鉄骨ラーメン構造など、パネル工法以外の構造形式
により構築される建物にも、本発明の小屋組の構築方法を適用することができる。
その他、具体的な細部構造などについても適宜に変更可能であることは勿論である。
【００３５】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、前記組立工程において、小屋組を構成する複数の小屋組ブ
ロックを、前記最上階の床面上に収まるように前記建物への取付向きに対して左右いずれ
かに角度をずらした向きで、かつ、前記小屋組を支持する支持部材にほぼ直接取付可能な
形状に、前記最上階の床面上において組み立てるので、高い安全性及び作業性を確保でき
る前記最上階の床面上において、小屋組を構成する複数の小屋組ブロックを、前記支持部
材にほぼ直接取付可能な形状に組み立てることができる。したがって、該組立工程におい
て、高所作業を省略することができる。
また、前記組立工程において、前記小屋組を構成する複数の小屋組ブロックを、前記最上
階の床面５上において組み立てるので、建物が密集する地区内に建物を建設する場合など
、建物の外側に小屋組ブロックを組み立てるための作業スペースを確保することが難しい
場合に、本小屋組の構築方法を適用することができる。
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また、前記小屋組を構成する小屋組ブロックを、組立工程において前記支持部材にほぼ直
接取付可能な形状に組み立てた上で、吊上工程及び回転工程において前記支持部材への取
付高さ及び取付向きまで移動し、取付工程において前記支持部材に取り付けるので、小屋
組の施工に要する手間が削減され、工期の短縮を図ることができる。
また、複数の小屋組ブロックで小屋組を構成することにより、棟の方向に細長い平面形状
の建物の小屋組を構築することができる。
【００３６】
請求項２記載の発明によれば、請求項１と同様の効果が得られると共に、前記水平梁と第
１の連結梁とによって、棟を含む前記屋根の梁間方向中央部が支持され、水平梁と前記支
持部材４との間が、前記屋根面の傾斜方向に沿う前記第２の連結梁によって連結されてい
るので、前記屋根が前記小屋組によって安定的に支持される。
【００３７】
請求項３記載の発明によれば、請求項２と同様の効果が得られると共に、前記第１の連結
梁と第２の連結梁とが、一体に形成されたベント梁で構成されているので、該ベント梁と
水平梁とを互いに組み合わせることによって、前記小屋組を構成する小屋組ブロックを簡
便かつ確実に組み立てることができる。
また、前記第１の連結梁と第２の連結梁とが、一体に形成されたベント梁で構成されてい
るので、前記小屋組ブロックを構成する部材の点数が少なくなり、これらの部材の搬送や
取回しに要する手間を削減できる。
【００３８】
請求項４記載の発明によれば、請求項２又は３と同様の効果が得られると共に、前記組立
工程は、前記水平梁と第１の連結梁とから構成される梁枠の上に、水平面に投影した状態
で該梁枠よりも内部の屋根面を構成する上部屋根パネルを取り付ける上部屋根パネル取付
工程を含むので、高い安全性及び作業性を確保できる前記最上階の床面上において、前記
梁枠の上に、前記上記屋根パネルを取り付けることができる。したがって、前記小屋組の
上に屋根パネルを取り付ける高所作業の一部を省略できる。
また、前記上部屋根パネルの周囲の屋根面を構成する他の屋根パネルを取り付ける際に、
前記組立工程において予め前記梁枠の上に取り付けられた上部屋根パネルを足場として利
用することができる。したがって、前記他の屋根パネルの取付作業を簡便に行うことがで
きる。
【００３９】
請求項５記載の発明によれば、梁受金物を介して前記支持部材に取り付けられた前記小屋
組ブロックと前記支持部材との間の固定度が、前記梁受金物に接合される第１の接合部と
、前記支持部材の上面に接合される第２の接合部とを備えた補強金物によって高められ、
またこれら第１の接合部及び第２の接合部が一体に形成されているので、前記小屋組ブロ
ックから支持部材へ垂直応力やせん断応力を確実に伝達することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の小屋組の構築方法の一例における組立工程を示す、斜視図である。
【図２】同例における組立工程を示す、伏図である。
【図３】同例において小屋組を構成する枠梁及び連結梁を示す、側面図である。
【図４】同例における組立工程（上部屋根パネル取付工程）を示す、斜視図である。
【図５】同例における吊上工程を示す、斜視図である。
【図６】同例における回転工程及び取付工程を示す、斜視図である。
【図７】同例における回転工程及び取付工程を示す、伏図である。
【図８】同例における吊上工程を示す、斜視図である。
【図９】同例における回転工程及び取付工程を示す、斜視図である。
【図１０】同例における取付工程を示す、伏図である。
【図１１】同例における取付工程を示す、伏図である。
【図１２】本発明の補強金物の一例の取付状況を示す、縦断面図である。
【図１３】本発明の補強金物の一例の取付状況を示す、上面図である。
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【図１４】本発明の補強金物の一例の取付状況を示す、正面図である。
【図１５】本発明の補強金物の一例の詳細を示すもので、（ａ）は上面図、（ｂ）は側面
図、（ｃ）は正面図である。
【図１６】本発明の小屋組の施工方法の他の一例を示す、伏図である。
【図１７】本発明の小屋組の施工方法の他の一例を示す、伏図である。
【符号の説明】
１，１０１　　　　　　　　　　小屋組
２，３，１０２，１０３　　　　小屋組ブロック
４，１０４　　　　　　　　　　支持部材（壁パネル）
５　　　　　　　　　　　　　　最上階の床面（二階の床面）
１１，１１１　　　　　　　　　水平梁
１２，１１２　　　　　　　　　ベント梁
１３，１１３　　　　　　　　　第１の連結梁
１４，１１４　　　　　　　　　第２の連結梁
１５　　　　　　　　　　　　　梁受金物
１６　　　　　　　　　　　　　補強金物
１６ａ　　　　　　　　　　　　第１の接合部
１６ｂ　　　　　　　　　　　　第２の接合部
２０，１２０　　　　　　　　　屋根
２１，１２１　　　　　　　　　屋根面
２２，１２２　　　　　　　　　棟
２４，１２４，１２５，１２６　上部屋根パネル
Ａ，Ｂ　　　　　　　　　　　　建物

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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